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・Dは第 8倍音と第 9倍音の振動数の比から、9/8 となる。
・Eは第 4倍音と第 5倍音の振動数の比から、5/4 となる。
・Fは Cと完全 4度の関係にあり、同じ完全 4度の関係である第 3倍音と第 4倍音の振動数の
比から、4/3 となる。
・Gは第 2倍音と第 3倍音の振動数の比から、3/2 となる。
・Aは Cと長 6度の関係にあり、同じ長 6度の関係である第 3倍音と第 5倍音の振動数の比か
ら、5/3 となる。
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さは計算によって割り出せる。主音をC5（中央のCの 1オクターブ上のC）とする17）と、その振動








C5 D5 E5 F5 G5 A5 B5 C6
振動数の比 1 9/8 10/9 4/3 3/2 5/3 15/8 2
計算上の管長（cm） 15 13.333… 12 11.25 10 9 8 7.5
切断する管長（cm） 16.5 14.6 13 12.3 11.1 9.9 8.7 8
表 2 振動数比から求めた管の長さ
それぞれの管に栓を詰める長さを確保するために、計算上の管長より 1cmほど長くしたものが表












































































































































































































京都精華女子高等学校（現京都精華学園高等学校）より出張講義の依頼を受け、2014 年 2 月 1 日














































































逆に音を取り除くことも考えられる。仮にC, D, E, F, G, A, B, C の長音階のうちFと Bを取り除け
ば、いわゆるヨナ抜き音階と呼ばれる五音音階となる。この音階は半音の関係を持たず和声進行を考




始め、D, A, C と増やして日本の陽音階に導いていくこともできる。またC, E, F, A, B, C のような陰
松園 洋二
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C5 D5 E5 F5 G5 A5 B5 C6
振動数の比 1 9/8 81/64 4/3 3/2 27/16 243/128 2
計算上の管長（cm） 15 13.333… 11.85 11.25 10 8.888… 7.901… 7.5
表 3 ピタゴラス音律による管の長さ




























































22）C と Dの長二度の振動数比（9/8）と Dと Eの長二度の振動数比（5/4÷9/8＝10/9）が異なり、またCと G
の完全 5度の振動数比（3/2）と DとAの完全 5度の振動数比（5/3÷9/8＝40/27）も異なっていることが
原因。






















宮崎幸次『新装版 カール・オルフの音楽教育 －－楽しみはアンサンブルから－－』，2013，p. 57
文部科学省『学習指導要領 第 2節 社会』，2008
文部科学省『学習指導要領 第 3節 算数』，2008
文部科学省『学習指導要領 第 6節 音楽』，2008
文部科学省『学習指導要領 第 7節 図画工作』，2008
山崎純子「音楽教育における楽器作りの意義 3－1 小学校における楽器作り」，『宮城教育大学紀要』第 42 巻，
2007，pp. 91－94
平安女学院大学研究年報 第 17 号 2016
－ 55－
資料 1 パンフルートの型紙（平安女学院大学 子ども教室 2016）
松園 洋二
－ 56－
資料 2 楽器作りのアンケート（平安女学院大学 子ども教室 2016）
平安女学院大学研究年報 第 17 号 2016
－ 57－
What We Can Find by Making Musical Instruments
̶ Through the Lectures of Making Pan Flutes ̶
MATSUZONO, Yoji
A musical instrument was originally closely connected with people’s life, culture, and environment.
But in the current music education, I suspect that the primary relationship between mankind and
musical instruments or music is getting lost. It is thought that making musical instruments by
ourselves and playing them is an activity in which we can return to the starting point of music.
Therefore in this paper, I tried to reveal what we could find by making musical instruments, through
the lectures of making pan flutes at “Kodomo - Kyoshitsu”, at the teaching certificate renewal course
and at Kyoto Seika Girls’ High School. As a result of investigation by questionnaires and their
descriptions, it was shown that making musical instruments had extremely diverse educational
significance. Also, making close relations with other subjects, such as mathematics, science, social
studies, drawing and crafts, making musical instruments can be an integrated study.
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